
書

評

原
秀
三
郎
著

『
地
域
と
王
権
の
古
代
史
学
』

は
　
じ
　
め
　
に

小
　
林
　
昌
　
二

　
本
書
は
、
日
本
古
代
史
の
よ
く
知
ら
れ
た
論
客
で
あ
る
原
秀
三
郎
氏
の
大

著
で
あ
る
。
そ
の
「
序
説
」
は
書
き
下
ろ
し
の
新
稿
で
あ
り
、
理
論
と
実
証

の
幅
広
い
内
容
や
方
法
を
総
括
す
る
位
置
に
あ
る
。
そ
の
総
括
は
、
列
島
古

代
地
域
史
の
舞
台
と
国
家
形
成
史
と
の
構
造
連
関
を
主
軸
に
し
、
ま
た
文
献

古
代
史
と
方
法
を
異
に
す
る
考
古
学
と
が
重
層
す
る
問
題
、
あ
る
い
は
学
史

に
見
る
新
た
な
問
題
指
摘
な
ど
、
新
し
く
、
か
つ
重
い
論
点
が
展
開
す
る
。

著
者
は
こ
う
し
た
大
き
な
問
題
を
催
れ
る
こ
と
な
く
抱
え
込
み
、
そ
の
解
答

を
探
り
、
思
索
の
結
果
を
正
面
か
ら
率
直
に
提
示
し
て
い
く
。

　
そ
ん
な
本
書
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
書
評
を
引
き
受
け
も
の
の
、
筆
者
が
短

慮
を
後
悔
す
る
こ
と
に
そ
う
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
重
く
大
き
な
問
題

を
日
頃
か
ら
あ
ま
り
共
有
で
き
て
い
な
い
奔
力
を
改
め
て
自
覚
す
る
田
々
が

続
く
こ
と
に
な
っ
た
不
明
を
恥
じ
る
他
は
な
い
。
本
書
刊
行
（
二
〇
〇
二
年

三
月
）
後
の
間
も
な
い
時
節
に
お
引
き
受
け
し
、
辞
退
せ
ず
に
大
幅
な
時
間

を
す
ご
し
た
こ
と
は
偏
に
筆
者
の
怠
惰
と
非
力
に
よ
る
が
、
し
か
し
な
お
本

書
を
読
み
返
し
、
意
を
決
し
て
筆
を
執
っ
た
の
は
本
書
の
「
序
説
」
に
呪
縛

さ
れ
た
崇
神
崩
年
干
支
や
津
田
批
判
の
論
点
が
も
つ
本
書
の
魅
力
に
取
り
葱

か
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
蜜
頭
か
ら
恐
縮
で
あ
る
が
、
こ
の
遅
延
の
反
省
と
経

緯
を
記
し
、
著
者
を
は
じ
め
本
誌
編
集
委
員
会
と
読
者
各
位
に
お
詫
び
し
た

い
。

　
本
書
は
、
序
説
、
総
論
、
各
論
、
余
論
と
い
う
構
成
か
ら
な
り
、
ま
た
著

者
の
一
九
八
○
年
代
か
ら
九
〇
年
代
の
発
表
論
文
等
十
九
編
に
よ
る
。
そ
の

成
稿
一
覧
は
巻
末
に
あ
る
。
各
論
や
余
論
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
珠
玉
の
論

考
が
並
ぶ
。
本
書
評
で
は
紙
幅
の
制
約
か
ら
こ
れ
ら
一
々
の
要
約
や
紹
介
を

省
き
、
著
者
が
本
書
に
お
い
て
提
起
し
て
い
る
重
要
と
思
わ
れ
る
論
点
の
い

く
つ
か
に
絞
っ
て
書
評
の
貴
め
を
果
し
た
い
と
思
う
。

　
そ
の
第
一
に
は
、
古
代
地
域
史
が
列
島
の
古
代
国
家
形
成
史
と
い
か
に
連

関
し
て
い
る
か
。
第
二
に
そ
こ
に
お
け
る
著
者
の
新
し
い
方
法
論
と
史
料
学

の
世
界
が
ど
う
な
の
か
。
第
三
に
閑
却
さ
れ
た
紀
年
論
の
課
題
や
著
者
の
い

う
「
敬
神
愛
国
」
等
と
津
田
批
判
に
つ
い
て
で
あ
る
。

第
［
　
地
域
史
研
究
と
列
島
古
代
の
国
家
形
成
と
の
連
関

　
著
者
が
序
説
に
お
い
て
自
ら
の
立
場
遍
歴
の
第
三
の
契
機
に
な
っ
た
と
し

て
い
る
『
袋
井
市
史
聴
通
史
編
（
一
九
八
三
年
）
は
本
書
の
第
二
部
第
三
で

あ
る
。
こ
れ
を
包
摂
し
た
著
者
渾
身
の
『
静
岡
県
史
騙
通
史
編
は
第
一
部
総

論
の
第
～
章
～
第
四
章
に
な
る
。
こ
れ
を
本
書
の
骨
格
を
な
す
古
代
地
域
史

の
中
心
部
分
と
み
て
取
り
上
げ
る
。
就
中
、
そ
の
第
一
長
門
大
和
王
権
と
遠

江
国
・
駿
河
・
伊
豆
の
古
代
氏
族
」
こ
そ
は
、
本
書
序
説
に
お
け
る
列
島
の

古
代
国
家
形
成
過
程
が
地
域
内
に
貫
徹
し
て
い
く
歴
史
の
具
体
的
な
場
で
あ

り
、
ま
た
序
章
に
配
置
さ
れ
た
列
島
の
文
明
史
の
現
場
と
し
て
も
っ
と
も
具
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評書

体
的
な
歴
史
の
舞
台
で
あ
る
、
と
い
う
論
理
的
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て

み
て
い
く
。

　
紙
幅
の
都
合
で
そ
の
第
一
節
「
伝
承
と
古
代
氏
族
の
土
着
」
が
中
心
に
な

る
が
、
伝
承
と
し
て
の
四
道
将
軍
に
つ
い
て
核
と
な
る
史
実
が
、
地
域
史
と

い
う
舞
台
で
検
証
さ
れ
る
と
い
う
場
面
を
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
「
大
和
王
権
の
勢
力
が
遠
・
駿
・
豆
に
及
ん
だ
の
は
、
お
よ

そ
三
世
紀
申
頃
～
四
世
紀
初
め
頃
か
と
推
定
さ
れ
る
」
と
し
、
前
期
の
箭
方

後
円
墳
の
磐
田
市
松
林
山
古
墳
、
静
岡
市
柚
木
山
神
古
墳
、
清
水
市
三
池
平

古
墳
や
富
士
市
浅
間
古
墳
（
前
方
後
方
墳
）
の
築
造
は
、
大
和
王
権
の
支
配

が
四
世
紀
後
半
に
は
足
柄
を
越
え
、
坂
東
か
ら
奥
羽
地
方
に
も
及
ん
だ
こ
と

を
述
べ
て
被
葬
者
の
活
躍
年
代
は
数
十
年
を
遡
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

は
大
方
も
同
意
で
き
る
記
述
で
は
あ
ろ
う
。

　
だ
が
「
こ
れ
を
古
典
に
求
め
る
と
」
と
し
て
た
だ
ち
に
記
紀
の
四
道
将
軍

大
黒
命
や
日
本
武
尊
の
物
語
に
及
ぶ
。
記
で
は
大
彦
の
子
建
黄
河
別
命
が
東

方
十
二
道
（
伊
勢
以
東
と
も
解
さ
れ
た
り
す
る
が
）
の
足
柄
山
以
東
に
進
み
、

ま
た
紀
で
は
武
淳
川
島
を
東
海
に
派
遣
し
た
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
足
柄
以
東

と
な
り
、
紀
の
方
が
古
い
と
も
い
う
理
解
に
進
む
。
こ
こ
で
多
く
の
地
域
史

で
は
問
題
を
そ
の
先
に
進
め
る
こ
と
は
史
料
の
信
悪
性
を
考
慮
し
て
し
な
い
。

だ
が
本
書
は
な
お
先
に
進
む
。

　
ま
ず
そ
の
伝
承
の
武
官
規
別
は
、
阿
倍
氏
の
祖
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
駿

河
国
安
倍
郡
に
お
け
る
展
開
の
起
源
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
、
こ
れ

ま
で
は
崇
峻
二
年
（
五
八
九
）
の
国
境
視
察
に
お
け
る
阿
倍
氏
～
族
の
東
海

派
遣
、
阿
倍
臣
の
北
陸
派
遣
を
も
っ
て
い
う
こ
と
が
一
般
的
な
理
解
で
あ
っ

た
が
、
こ
こ
で
大
き
く
起
源
を
遡
及
さ
せ
る
。

　
そ
こ
に
稲
荷
山
鉄
剣
銘
に
お
け
る
重
大
な
八
代
の
系
譜
は
、
後
述
す
る
と

し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
「
天
下
左
治
」
の
記
述
が
「
将
軍
」
に
ふ
さ
わ
し
い

と
し
、
阿
倍
贋
原
国
に
阿
倍
氏
と
そ
の
一
族
盤
躍
の
起
源
が
建
沼
河
別
命
の

将
軍
派
遣
伝
承
と
封
地
賜
与
を
加
え
て
理
解
で
き
る
と
す
る
。
こ
う
し
て
建

沼
河
別
命
の
後
蕎
氏
族
が
居
住
し
て
い
て
お
か
し
く
な
い
と
し
、
後
に
現
れ

る
阿
倍
久
努
朝
臣
が
有
度
郡
久
能
に
本
拠
を
お
く
い
族
、
畏
（
他
）
田
朝
臣

が
有
度
郡
他
田
郷
の
静
岡
市
中
田
に
、
阿
倍
志
斐
連
取
が
静
岡
市
慈
悲
尾
に
、

墨
田
慶
瀬
朝
臣
が
清
水
市
広
瀬
に
、
膳
氏
系
高
橋
朝
臣
が
清
水
市
高
橋
や
遠

江
国
墨
譜
郡
高
橋
郷
に
、
ま
た
沼
津
市
高
橋
川
の
遺
称
な
ど
に
見
い
だ
さ
れ

る
と
す
る
。
そ
し
て
鉄
剣
銘
の
オ
ホ
ピ
コ
か
ら
第
四
代
目
の
タ
カ
ハ
シ
ワ
ケ

が
高
橋
と
つ
な
が
る
関
係
が
判
明
す
る
と
し
、
阿
倍
氏
初
代
族
長
の
記
念
碑

が
四
世
紀
半
ば
の
柚
木
山
神
古
墳
（
＝
O
m
）
に
あ
る
と
い
う
。
阿
倍
癒

原
国
は
む
ろ
ん
咽
国
造
本
紀
』
に
い
う
国
造
の
国
名
で
あ
る
。
「
第
二
章

國
造
・
県
主
制
の
成
立
と
遠
江
国
・
駿
河
・
伊
豆
」
に
お
い
て
、
国
造
制
の

始
ま
り
を
六
世
紀
に
置
く
従
来
の
理
解
に
対
し
て
五
世
紀
以
前
に
遡
る
と
し
、

ま
た
県
主
制
や
稲
置
に
つ
い
て
定
義
を
加
え
つ
つ
五
世
紀
説
を
批
判
し
、
四

世
紀
申
頃
ま
で
の
成
立
説
を
論
じ
、
阿
倍
臓
原
論
は
五
世
紀
ま
で
に
は
成
立

し
た
と
、
そ
の
起
源
へ
と
考
察
を
進
め
る
。

　
だ
が
こ
こ
で
の
本
命
は
阿
倍
氏
で
は
な
く
物
部
氏
に
あ
る
。
ま
ず
日
本
武

尊
の
東
征
を
導
入
と
し
な
が
ら
、
崇
神
二
代
後
の
景
行
天
皇
の
時
代
に
、
東

国
の
乱
れ
を
平
定
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
こ
の
『
日
本
書
紀
曝
伝

承
の
裏
付
け
を
延
喜
式
神
名
帳
の
焼
津
神
社
、
草
薙
神
社
に
求
め
、
久
佐
奈

岐
神
社
と
そ
の
祭
神
日
本
武
尊
に
見
出
す
。
伝
承
の
東
征
の
起
点
が
焼
津
で

あ
る
こ
と
は
遠
い
記
憶
が
関
係
あ
り
、
と
す
る
。
遠
江
国
が
四
世
紀
初
め
ま

で
に
は
そ
の
前
進
基
地
で
錦
地
と
接
し
た
と
し
、
三
世
紀
中
頃
～
四
世
紀
初
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め
に
お
け
る
大
和
王
権
は
伊
勢
ニ
ニ
河
・
遠
江
に
達
し
、
袋
井
市
山
梨
・
久

能
地
区
に
物
部
が
本
拠
を
構
え
、
初
代
族
長
の
墳
墓
が
磐
田
市
鎌
田
の
松
林

山
古
墳
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
そ
し
て
叙
述
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

　
久
米
歌
と
引
佐
の
山
に
つ
い
て
新
解
釈
を
行
い
注
昌
さ
れ
る
。
物
部
の
武

力
征
服
・
久
米
歌
の
引
那
佐
の
山
は
神
武
東
征
説
話
に
登
場
す
る
が
、
こ
れ

を
遠
江
の
引
佐
と
す
べ
き
だ
と
い
う
。
引
佐
郡
三
ヶ
臼
町
に
佐
久
米
地
名
と

久
米
姓
の
居
住
が
あ
り
、
『
倭
名
類
聚
抄
』
磐
田
郡
久
米
郷
に
あ
る
。
久
米

歌
は
戦
闘
歌
と
い
う
が
、
食
品
名
に
特
色
が
あ
り
、
久
米
直
の
職
務
で
あ
る

七
拳
脛
膳
夫
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
久
米
直
祖
と
あ
る
な
ど
神
に
蟄
を
奉
る

職
能
歌
で
は
な
い
の
か
と
い
う
聴
く
べ
き
新
見
解
を
示
す
。
そ
し
て
こ
れ
が

兵
靖
、
後
方
支
援
部
隊
で
あ
る
と
意
味
づ
け
る
。
ま
た
万
葉
集
遠
江
国
歌
二

種
に
み
え
る
麓
玉
の
柵
戸
と
久
米
氏
に
ふ
れ
、
鹿
玉
の
柵
戸
（
浜
松
市
貴
平

が
有
力
だ
と
）
は
、
屯
田
兵
の
集
落
と
城
柵
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
き
た

こ
と
を
継
承
し
、
浜
名
郡
輸
租
帳
の
津
築
郷
に
お
け
る
山
部
八
戸
は
、
山
部

連
唱
目
部
小
楯
、
山
部
赤
人
と
も
無
縁
で
は
な
い
こ
と
を
説
く
。

　
ま
た
臼
本
武
尊
の
東
征
に
相
模
か
ら
安
房
に
向
か
う
海
路
の
暴
風
で
海
に

身
を
投
じ
た
弟
橘
姫
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
物
部
氏
一
族
の
穂
積
氏
忍
野
宿
禰

の
女
な
り
と
い
う
。
物
部
同
族
穂
積
亭
亭
が
祖
の
建
忍
山
窟
根
の
女
に
弟
財

郎
女
が
み
え
る
。
物
語
で
の
入
水
を
事
実
と
は
し
な
い
が
、
物
部
氏
の
東
征

に
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
こ
こ
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
見
る
。

　
日
本
武
尊
の
東
征
の
帰
路
、
甲
斐
の
酒
折
宮
の
筑
波
問
答
に
お
け
る
御
火

焼
老
人
を
論
功
行
賞
で
東
国
造
に
任
じ
た
と
い
う
伝
承
も
ま
た
物
部
の
東
方

進
出
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
甲
府
銚
子
塚
（
一
六
九
m
）
が
物
部
一
族
の

墳
墓
だ
と
理
解
で
き
る
と
し
て
遠
江
国
松
林
山
古
墳
に
類
似
す
る
こ
と
を
根

拠
に
指
摘
す
る
。

　
物
部
氏
が
大
和
王
権
の
下
で
頭
角
を
現
す
の
は
五
世
紀
中
葉
の
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
（
志
田
諄
一
）
が
そ
の
時
期
の
検
討
に
進
む
。
そ
の
根
拠
に
は

『
先
代
旧
事
本
紀
聴
「
天
孫
本
紀
」
に
お
け
る
饒
重
日
尊
の
子
目
尾
張
氏
の

根
の
天
香
語
山
妻
が
天
下
り
の
後
に
、
長
脛
彦
の
妹
と
の
問
に
生
ま
れ
た
宇

癖
志
癩
留
年
が
物
部
の
祖
と
あ
る
な
ど
、
同
族
と
す
る
。
栗
田
寛
「
国
造
本

紀
考
扁
は
こ
れ
を
疑
う
が
、
「
天
孫
本
紀
」
の
さ
ら
な
る
記
述
、
尾
張
国
三

智
郡
に
物
部
郷
や
日
下
郷
が
あ
り
、
一
概
に
否
定
で
き
な
い
と
す
る
。
尾
張

氏
は
東
山
道
を
押
さ
え
、
物
部
氏
は
ご
一
河
、
遠
江
国
を
押
さ
え
て
い
た
と
し
、

三
河
、
遠
江
国
・
駿
河
・
伊
豆
の
八
国
造
の
う
ち
六
国
造
が
物
部
系
だ
、
と

い
う
点
に
論
拠
を
見
出
す
。
袋
井
市
の
か
つ
て
の
山
名
郡
は
山
梨
に
由
来
し
、

佐
野
郡
は
物
部
一
族
の
佐
夜
直
に
由
来
す
る
と
し
、
こ
こ
が
東
方
経
営
の
基

地
で
あ
っ
た
と
重
ね
て
説
く
。
こ
う
し
て
山
梨
と
物
部
氏
と
の
連
関
に
理
解

を
広
げ
て
い
く
。

　
「
天
孫
本
紀
」
物
部
第
十
世
条
に
物
部
霜
葉
連
の
姉
と
し
て
山
無
媛
が
見

え
る
が
、
応
神
天
皇
の
妃
と
な
り
、
太
子
農
道
要
職
皇
子
や
仁
徳
皇
后
と
な

る
矢
田
皇
女
を
生
ん
だ
と
伝
え
る
。
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
史
料
の
信
頼
性

を
論
じ
る
。
名
代
八
田
部
の
管
理
者
と
し
て
叔
父
物
部
大
別
連
が
証
拠
づ
け

ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
信
組
性
か
ら
第
八
代
・
第
九
代
が
袋
井
市
域
に
土
着

し
て
い
た
と
い
い
、
ヤ
マ
ナ
シ
の
地
名
の
起
源
を
山
無
心
に
求
め
、
山
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
な
し

視
界
が
遮
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
月
見
里
の
里
と
橘
逸
勢
の
古
歌
に
、
ま
た
今

日
に
見
出
さ
れ
る
袋
井
市
に
あ
る
月
見
里
の
姓
や
月
見
里
神
社
、
あ
る
い
は

『
倭
名
類
聚
抄
』
に
駿
河
国
益
頭
郡
物
部
郷
・
八
田
郷
が
見
え
る
こ
と
を
論

拠
に
あ
げ
る
。

　
か
か
る
ヤ
マ
ナ
シ
理
解
を
静
岡
県
外
に
広
げ
る
と
甲
斐
国
山
梨
郡
山
梨
郷
、

下
総
国
千
葉
郡
山
梨
郷
、
印
旛
郡
印
旛
郷
、
上
野
国
多
胡
郡
山
字
（
山
等
）
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評憩：
口峯

郷
（
こ
の
例
示
は
、
『
続
日
本
紀
』
和
銅
四
年
三
月
辛
下
条
で
「
割
上
野
国

甘
良
郡
織
裳
、
韓
級
、
矢
田
、
大
家
、
緑
野
郡
武
美
、
片
岡
郡
山
等
六
郷
別

置
多
胡
郡
偏
と
あ
る
よ
う
に
「
等
」
は
複
数
を
示
す
も
の
で
磯
烈
日
本
紀
』

『
国
史
大
系
瓢
本
の
驚
頭
注
記
の
「
等
、
恐
当
作
奈
、
或
此
上
禁
煙
奈
字
」

の
誤
り
を
引
き
継
い
だ
尾
崎
喜
左
雄
氏
な
ど
の
議
論
が
原
因
の
誤
解
で
あ
ろ

う
。
）
な
ど
に
い
た
り
、
こ
れ
ら
も
物
部
印
葉
連
と
の
関
連
が
あ
る
と
し
、

遠
江
国
山
梨
を
根
拠
地
に
し
た
東
方
経
営
の
進
展
を
示
す
も
の
と
す
る
。

　
こ
う
し
て
物
部
氏
の
遠
江
国
土
着
を
論
じ
、
崇
神
天
皇
母
方
の
叔
父
、
物

部
祖
の
伊
香
色
雄
命
の
事
績
伝
承
が
巨
神
朝
の
国
内
統
一
に
お
い
て
物
部
が

神
祇
を
通
じ
て
王
権
と
深
く
関
わ
っ
た
と
し
、
ま
た
物
部
氏
が
王
権
の
側
近

で
あ
っ
た
と
強
調
す
る
。

　
そ
の
物
部
氏
の
墳
墓
は
、
崇
神
か
ら
応
神
に
至
る
六
代
の
天
皇
の
東
国
支

配
の
確
立
過
程
の
間
に
、
薫
河
、
遠
江
国
・
駿
河
・
伊
豆
、
甲
斐
を
封
土
と

し
た
分
封
制
の
も
と
で
前
掲
各
地
に
封
地
を
広
げ
た
と
す
る
。
か
く
し
て
三

河
以
東
で
は
最
古
の
磐
田
市
松
林
山
古
墳
は
武
熟
懇
連
あ
る
い
は
多
型
麻
連

の
墳
墓
か
と
推
定
す
る
。
中
期
の
堂
山
古
墳
（
五
世
紀
前
葉
）
は
、
応
神
朝

の
解
説
連
の
奥
津
城
と
も
す
る
。
さ
ら
に
他
の
諸
氏
族
富
士
氏
、
志
貴
氏
、

土
方
君
氏
、
日
置
氏
、
薬
原
氏
、
賀
茂
氏
、
中
黒
氏
、
忌
部
氏
の
定
住
な
ど

に
論
を
進
め
る
。

　
さ
て
以
上
の
筆
者
の
拙
い
要
約
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
本
書
に
お
け
る

駿
河
・
遠
江
・
伊
豆
地
域
史
の
解
明
が
、
列
島
史
の
理
解
と
表
裏
を
成
す
見

事
な
織
物
（
縦
糸
、
横
糸
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
ず
は
読
み
と
っ
て

お
き
た
い
。
だ
が
前
半
に
お
け
る
大
彦
命
ら
四
道
将
軍
派
遣
の
伝
承
は
、
史

料
の
性
格
を
異
に
す
る
雄
略
天
皇
・
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
時
代
の
鉄
剣
銘
に
支
証

さ
れ
て
、
阿
倍
盧
原
罪
の
成
立
を
三
世
紀
半
～
四
世
紀
初
頭
に
押
し
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
、
ま
た
後
半
で
は
日
本
武
尊
東
征
伝
承
で
呪
先
代
旧
事

本
紀
』
所
収
の
「
天
孫
本
紀
」
と
い
う
、
従
来
で
は
偽
書
の
問
題
有
り
と
し

て
そ
の
利
用
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
か
っ
た
系
譜
を
使
用
し
て
物
部
氏
の
本
拠

や
起
源
を
論
じ
る
、
い
わ
ば
時
系
列
の
縦
糸
（
縦
軸
、
次
節
で
後
述
）
と
し

て
い
る
こ
と
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
こ
れ
を
古
典
に
求
め
る

と
」
の
古
典
の
中
か
ら
史
実
を
い
か
に
確
定
で
き
た
か
と
い
う
困
難
な
問
題

へ
の
挑
戦
を
含
み
、
そ
れ
故
に
そ
の
成
否
が
結
果
を
左
右
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
話
を
先
に
進
め
た
い
。

第
二

著
者
の
新
し
い
地
域
史
の
方
法
論

（
縦
系
列
、
横
系
列
）
と
史
料
学
の
世
界

　
日
本
古
代
史
を
専
攻
す
る
と
こ
ろ
が
ら
筆
者
に
お
い
て
も
自
治
体
史
や
地

域
史
の
古
代
編
を
担
当
す
る
こ
と
が
多
い
。
考
古
学
と
は
異
な
っ
て
文
字
史

料
の
な
い
と
こ
ろ
で
ど
の
よ
う
な
記
述
が
で
き
る
か
。
文
献
史
料
に
も
出
土

資
料
に
も
全
く
恵
ま
れ
な
い
地
域
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
な
お
多
く
存
在

す
る
。
県
史
等
の
古
代
地
域
史
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
て
も
、
著
看
の
舞
台
で
あ

る
静
岡
県
史
の
よ
う
に
史
料
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
、
京
・
畿
内
を
除
い
て

そ
う
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
恵
ま
れ
て
い
る
方
の
静
岡
県
史

に
お
い
て
も
、
古
代
関
係
の
史
料
は
澱
々
と
し
た
も
の
に
と
ど
ま
る
。

　
だ
が
本
書
の
一
端
を
前
述
し
た
よ
う
に
、
著
者
は
序
説
で
自
ら
の
地
域
史

に
お
け
る
新
し
い
方
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
。
こ
れ
は
新
し
い

古
代
史
料
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る
も
の
と
し
て
、
古
代
地
域
史
が
あ
り
、

そ
こ
に
歴
史
の
座
標
軸
と
し
て
の
時
系
列
と
名
系
列
と
い
う
理
解
が
必
要
な

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
そ
の
縦
軸
に
は
時
系
列
と
し
て
の
紀
年
論
が
重
要
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
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が
、
な
お
後
述
す
る
。
ま
た
横
軸
に
は
名
系
列
と
い
う
神
名
、
職
名
、
地
名
、

物
品
名
等
の
名
称
の
世
界
に
、
地
域
古
代
史
の
史
料
領
域
の
広
が
り
が
あ
る

こ
と
を
唱
え
る
。
人
格
的
・
空
間
的
な
表
現
を
時
系
列
の
対
概
念
と
し
て
名

系
列
と
呼
ぶ
も
の
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
し
て
律
令
制
法
成
立
以
前
の
王
権

の
時
代
に
は
、
名
は
身
分
職
分
未
分
離
の
一
体
性
が
反
映
し
た
背
後
に
人
間

関
係
や
社
会
関
係
が
読
み
解
か
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
名
は
土
地
所
有
や

地
理
的
・
空
聞
的
諸
関
係
の
認
識
に
及
ぶ
史
料
性
の
有
効
な
示
唆
を
提
供
す

る
も
の
と
説
い
て
い
る
。
か
く
し
て
氏
は
地
名
の
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
と
い
う

原
義
が
、
古
代
学
、
起
源
論
、
あ
る
い
は
由
来
学
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

る
、
と
そ
の
意
義
を
主
張
し
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
名
が
地
名
に
定
着
す
る
事
例

と
し
て
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
ヤ
マ
ナ
シ
に
係
わ
る
問
題
を
扱
う
こ
と
で
、

帰
納
の
論
理
だ
け
で
は
な
く
、
筋
の
通
っ
た
演
繹
の
論
理
を
用
い
た
説
得
的

な
吟
昧
の
手
法
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
ヤ
マ
ナ
シ
の
各
地
に
お
け
る
地
名
の
存
在
が
、
物
部
印
三
連
や

姉
の
山
無
媛
ら
の
勢
力
の
展
開
と
結
び
つ
く
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
が

で
き
る
と
い
う
名
系
列
に
は
、
地
域
史
な
ら
で
は
の
新
資
料
で
あ
る
可
能
性

は
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
の
体
験
か
ら
も
む
ろ
ん
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
だ
が
難
し
い
こ
と
は
こ
の
横
軸
で
あ
る
ヤ
マ
ナ
シ
の
地
名
が
な
ぜ
物

部
一
族
の
山
無
血
の
記
録
と
関
連
す
る
と
い
え
る
の
か
、
そ
の
三
振
は
何
時
、

何
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
。
可
能
性
を
示
す
仮
説
と
は
な
っ
て
も
そ
の
存
在

を
立
証
す
る
史
実
に
容
易
に
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

多
く
の
場
合
横
軸
の
新
資
料
は
、
そ
の
年
代
的
な
起
源
の
確
定
が
困
難
な
資

料
と
い
う
制
約
を
越
え
ら
れ
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者

は
、
演
繹
の
論
理
、
つ
ま
り
一
番
あ
り
そ
う
な
蓋
然
性
の
認
識
を
持
つ
べ
き

だ
と
い
う
。
つ
ま
り
仮
説
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ヤ
マ
ナ
シ
の
地
名
が
「
天
孫

本
紀
」
物
部
一
族
の
山
無
毒
と
結
び
つ
く
仮
説
と
い
う
意
義
は
分
か
る
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
論
証
さ
れ
た
史
実
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

以
上
横
軸
が
簡
単
に
縦
軸
に
結
び
つ
か
な
い
困
難
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
見

逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
氏
の
云
う
縦
軸
の
中
心
問
題
は
「
崇
並
置
年
圃
戊
寅
年
』
問
題
」
に
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
著
者
は
、
「
こ
れ
を
曖
昧
に
し
た
り
、
態
度
を
決
定
せ
ぬ
ま

ま
に
避
け
て
通
っ
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
堅
固
な
関
門
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
」
と
、
紀
・
記
読
解
の
方
法
的
基
準
だ
と
提
起
し
て
い
る
。
そ
し
て

著
者
は
昭
和
五
三
年
九
月
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
稲
荷
山
鉄
剣
銘
」
は
、
雄

略
期
を
遡
る
八
代
の
系
譜
と
始
祖
オ
ホ
ピ
コ
の
実
在
に
ゆ
る
ぎ
な
い
根
拠
を

与
え
た
、
と
す
る
。
ま
た
続
く
昭
和
五
四
年
一
月
に
太
朝
臣
安
萬
侶
墓
誌
が

明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
が
『
古
事
記
隠
偽
書
説
の
払
拭
と
序
文
の
信
頼
性
を

高
め
た
と
し
て
、
紀
・
記
伝
承
や
系
譜
の
真
価
の
覚
醒
、
歴
史
学
の
古
典
と

し
て
の
復
権
を
予
告
す
る
象
徴
的
事
件
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
一
方
に
お
い

て
学
史
的
先
見
性
が
田
中
卓
説
（
著
作
集
3
）
に
あ
る
こ
と
を
評
価
し
、
他

方
で
学
会
の
現
状
が
津
田
・
石
母
田
史
学
の
呪
縛
か
ら
解
…
き
放
た
れ
て
い
な

い
と
強
く
批
判
し
て
い
る
。

　
だ
が
一
次
史
料
で
は
な
い
編
纂
さ
れ
た
「
史
書
」
の
糊
古
事
記
隔
の
「
四

面
干
支
」
は
、
孤
立
し
た
史
料
で
あ
る
た
め
に
、
従
来
か
ら
そ
の
ま
ま
信
を

置
く
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
著
者
の
古
事
記
「
影
面
崩

年
「
戊
寅
年
」
問
題
扁
の
提
言
に
即
し
て
、
い
ち
早
く
こ
の
紀
年
論
の
検
討

を
詳
し
く
行
っ
た
鎌
田
元
一
氏
の
所
論
澱
古
事
記
』
崩
年
干
支
に
関
す
る

二
・
三
の
問
題
－
原
秀
三
郎
「
記
紀
伝
承
読
解
の
方
法
的
基
準
扁
を
め
ぐ

っ
て
　

」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
九
八
号
、
二
〇
〇
四
年
工
月
）
が
、
著
者

の
依
拠
し
た
先
行
研
究
で
あ
る
田
中
丸
、
笠
井
倭
人
氏
ら
の
論
証
の
問
題
点
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同書

を
指
摘
し
て
、
そ
の
史
料
性
の
確
証
が
行
い
得
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明

示
し
た
。

　
前
者
で
言
え
ば
、
「
住
吉
神
社
神
代
紀
」
中
の
「
船
木
等
本
記
」
に
お
け

る
「
志
貴
黒
豆
母
宮
御
宇
天
皇
」
の
注
記
が
「
六
十
八
年
以
戊
寅
無
爵
。
葬

山
辺
上
陵
」
の
記
事
は
、
古
事
記
に
よ
ら
な
い
津
守
家
の
所
伝
か
ら
な
る
も

の
で
、
古
事
記
の
崩
年
干
支
を
支
証
す
る
古
伝
承
で
あ
る
と
す
る
照
中
卓
氏

の
見
解
に
対
し
て
、
そ
の
崇
神
治
世
年
数
「
六
十
八
年
目
は
日
本
書
紀
の
そ

れ
と
金
く
一
致
し
て
お
り
、
経
年
干
支
「
戊
寅
」
も
古
事
記
に
同
じ
く
、
記

紀
を
合
作
し
た
も
の
と
す
る
理
解
を
示
し
て
批
判
し
、
ひ
い
て
は
原
氏
の
見

解
の
当
た
ら
な
い
こ
と
を
暗
に
指
摘
し
た
。

　
後
者
の
笠
井
氏
の
紀
年
論
に
つ
い
て
も
、
允
恭
以
前
の
各
紀
に
記
事
の
み

ら
れ
な
い
空
白
年
次
が
異
常
に
多
い
が
、
こ
れ
を
紀
年
延
長
の
実
態
を
示
す

も
の
だ
と
し
、
こ
れ
を
取
り
除
く
と
そ
の
「
原
書
紀
」
が
復
元
で
き
る
と
仮

定
し
た
検
証
方
法
を
批
判
す
る
。
そ
の
笠
井
氏
の
方
法
で
い
く
と
反
正
天
皇

の
治
世
が
二
年
と
な
る
も
の
を
日
本
書
紀
に
従
っ
て
五
年
と
し
て
お
き
た
い

と
例
外
を
設
定
し
た
り
、
根
拠
な
く
田
本
書
紀
が
翌
年
単
元
法
、
古
事
記
が

当
年
嘉
元
法
を
と
っ
て
い
る
な
ど
と
し
て
い
る
恣
意
的
な
問
題
点
を
鋭
く
指

摘
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
学
史
上
で
著
者
が
継
承
す
べ
き
と
し
た
研
究
の
問
題
点
を
明
ら

か
に
し
て
、
依
然
と
し
て
そ
の
史
料
の
孤
立
的
性
質
が
変
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
鎌
田
氏
の
批
判
の
よ
う
に
、
原
説
が
依
拠
す
る

縦
軸
の
核
心
と
な
る
年
次
が
、
個
別
的
具
体
的
な
史
実
と
し
て
は
依
然
と
し

て
確
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
横
軸
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
次
に
述
べ
て
い
く
。

第
三
　
「
敬
神
愛
国
」
と
津
田
史
学
理
解
の
問
題
性

　
「
序
説
」
に
お
け
る
古
代
史
研
究
の
『
敬
神
愛
国
駈
の
立
場
と
は
何
か
、

研
究
主
体
と
し
て
の
自
覚
さ
れ
た
立
場
と
い
う
意
味
で
は
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
だ
が
こ
こ
で
は
あ
ま
り
に
意
味
が
多
義
的
で
あ
っ
た
り
、
皮
相
な
理
解

に
繋
が
る
問
題
が
あ
る
場
合
に
当
た
り
、
有
益
な
も
の
と
は
思
え
な
い
。

　
著
者
は
そ
の
自
ら
の
立
場
に
つ
い
て
「
戦
後
五
十
年
の
い
わ
ゆ
る
進
歩
的

歴
史
学
へ
の
総
括
を
左
翼
的
環
境
の
中
に
身
を
置
い
て
歴
史
学
の
道
を
歩
ん

だ
」
と
い
う
自
己
批
判
を
聞
く
こ
と
と
な
る
が
、
い
さ
さ
か
面
妖
で
あ
る
。

そ
れ
と
い
う
の
も
替
わ
っ
て
直
ち
に
「
敬
神
愛
国
」
の
立
場
か
ら
日
本
歴
史

の
分
析
と
叙
述
の
方
法
と
し
て
構
築
を
試
み
て
き
た
と
し
、
そ
れ
を
門
文
明

史
的
方
法
」
で
あ
る
と
い
い
、
標
記
の
よ
う
な
意
外
な
立
場
の
表
明
に
及
ぶ
。

著
者
な
ら
で
は
の
率
直
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
宣
言
で
は
あ
る
。
蓋
し
ば
ら
く
そ

の
契
機
を
窺
っ
て
み
る
と
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
自
ら
の
逼
歴
を
概
括
し
て

い
る
。

　
①
古
典
の
史
料
性
に
対
す
る
大
き
な
展
開
、
②
一
九
七
八
年
の
稲
荷
山
鉄

剣
銘
の
出
現
、
③
一
九
八
三
年
の
『
袋
井
市
史
』
通
史
編
の
執
筆
、
④
「
日

本
列
島
の
未
開
と
文
明
」
（
｛
九
八
四
）
の
執
筆
、
⑤
一
九
八
九
年
の
世
界

動
向
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
、
な
ど
に
及
ぶ
と
い
う
。

　
以
上
記
さ
れ
た
五
点
の
契
機
を
辿
っ
て
み
て
も
こ
れ
が
な
ぜ
氏
の
内
面
を

「
敬
神
愛
国
」
の
立
場
に
至
た
ら
し
め
た
か
を
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
著
者
は
、
静
岡
県
史
編
纂
事
業
十
三
力
謀
計
画
（
一
九
八
五
年
～
一
九
九

七
年
）
に
取
り
組
み
、
本
書
収
録
の
多
彩
な
論
考
の
成
果
を
挙
げ
た
。
内
面

の
「
敬
神
愛
国
」
の
自
覚
が
こ
こ
に
結
実
し
て
い
る
と
の
意
図
か
ら
で
あ
ろ
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う
が
、
そ
の
理
解
に
繋
が
る
新
し
い
視
点
や
概
念
を
容
易
に
窺
う
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
さ
て
著
者
は
、
「
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
歴
史
理
論
の
理
解
か
ら
す

る
文
明
史
の
方
法
に
よ
り
つ
つ
、
実
証
的
に
は
紀
・
記
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
、

系
図
・
系
譜
等
の
文
献
史
料
、
古
典
の
伝
承
や
記
録
、
歌
謡
な
ど
の
分
析
、

伝
承
と
考
古
学
的
成
果
と
の
総
合
的
解
釈
を
試
み
る
な
ど
、
文
献
史
学
の
本

流
に
復
帰
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
点
に
あ
る
漏
と
い
う
。
そ
し
て
戦
後
五
十

年
、
日
本
の
古
代
史
学
は
皇
国
史
観
に
対
す
る
反
動
と
し
て
紀
・
記
を
静
心

と
し
た
古
典
の
伝
承
や
記
録
に
つ
い
て
は
、
神
話
学
や
国
文
学
、
民
俗
学
に

こ
れ
を
委
ね
、
歴
史
学
の
基
本
史
料
と
し
て
こ
れ
を
敬
遠
な
い
し
無
視
す
る

と
と
も
に
、
自
ら
は
中
国
文
献
を
縦
糸
に
考
古
資
料
を
横
糸
に
再
構
成
を
試

み
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
」
と
戦
後
の
古
代
史
学
の
あ
り
方
を
総
括
し
、
批

判
し
て
い
る
。
研
究
史
的
に
古
典
軽
視
の
責
任
が
津
田
史
学
の
批
判
的
克
服

が
か
け
声
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
説
く
が
、
こ
れ
は
著
者
の
意
見
で

あ
り
、
な
お
議
論
の
余
地
の
あ
る
問
題
で
、
津
田
の
責
任
で
は
な
い
。
だ
が

著
者
の
批
判
は
津
田
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
評
価
の
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
を

論
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　
①
津
田
の
噸
日
本
古
典
の
研
究
』
で
は
紀
・
記
は
、
歴
史
で
は
な
く
物
語

で
あ
る
。
あ
る
い
は
直
属
天
皇
以
前
は
、
ほ
と
ん
ど
虚
構
の
も
の
が
た
り
で

あ
る
。
ま
た
紀
・
記
を
文
学
・
思
想
の
テ
キ
ス
ト
の
範
疇
に
閉
じ
こ
め
て
し

ま
っ
た
。
さ
ら
に
応
神
・
仁
徳
朝
以
降
の
見
直
し
は
あ
る
が
大
勢
に
変
わ
り

は
な
い
。

　
②
「
津
田
史
学
の
主
眼
は
、
文
献
学
に
あ
り
、
歴
史
の
復
原
に
な
い
。
文

学
を
通
じ
て
の
思
想
研
究
だ
」
、
「
津
田
は
、
文
明
の
始
源
に
お
け
る
歴
史
と

物
語
（
文
学
）
が
未
分
離
一
体
1
1
即
自
的
結
合
の
も
と
に
あ
っ
た
と
い
う
重

要
な
事
実
に
全
く
気
が
付
い
て
い
な
い
」
と
い
う
批
判
を
展
開
し
て
い
く
。

津
田
の
著
作
の
中
に
、
王
権
の
時
代
（
三
～
六
世
紀
）
の
歴
史
の
復
原
と
叙

述
が
、
外
国
関
係
史
料
の
批
判
と
吟
味
を
除
け
ば
皆
無
に
等
し
い
と
い
う
一

事
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
と
し
、
津
田
史
学
は
「
史
学
」
か
、
む
し
ろ
東
洋

政
治
思
想
史
だ
、
と
断
じ
る
。

　
か
く
し
て
著
者
は
、
直
ち
に
次
の
古
典
復
権
を
唱
え
る
。
こ
の
古
典
復
権

に
は
、
第
一
に
津
田
左
右
吉
の
世
界
の
内
在
的
な
批
判
、
第
二
に
紀
・
記
の

記
事
の
史
料
的
有
効
性
、
そ
の
使
用
前
と
使
用
後
の
検
証
を
説
く
。
思
想
史

な
ど
使
用
前
も
あ
ろ
う
が
歴
史
の
実
証
に
は
積
極
的
な
使
用
後
の
結
果
か
ら

判
定
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
。

　
だ
が
こ
こ
で
浅
学
を
省
み
ず
に
二
、
三
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ

う
な
著
者
の
津
田
史
学
理
解
か
ら
生
ま
れ
る
古
血
ハ
復
権
の
方
法
に
は
次
の
よ

う
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
津
田
史
学
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
「
神
代
史
の
新
し
い
研

究
」
（
全
集
別
巻
｝
）
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
の
核
心
を
世
に
示
し
て
い
る
。

そ
の
中
心
的
な
成
果
と
し
て
研
究
史
に
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

は
、
記
紀
の
神
代
史
が
皇
室
の
由
来
を
説
く
た
め
に
作
ら
れ
た
物
語
だ
と
す

る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
も
と
に
は
帝
紀
・
旧
辞
が
あ
り
、
そ
の
成
立
は
雄

略
か
ら
継
体
・
欽
明
の
時
代
で
あ
る
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
津
田
が
徹
底
し

て
否
定
し
た
方
法
は
、
確
か
に
物
語
の
中
に
歴
史
事
実
の
直
接
的
な
反
映
を

見
よ
う
と
す
る
方
法
に
あ
っ
た
。
神
代
史
は
ま
ず
は
物
語
と
し
て
読
む
こ
と
、

こ
の
物
語
の
構
成
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
も
の
こ
そ
が
皇
室
の
由

来
の
物
語
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
津
田
に
お
い
て
は
記
紀
に
お
け
る

記
述
を
材
料
に
そ
れ
を
批
判
す
る
方
法
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
結
論
で
あ

っ
た
と
筆
者
も
考
え
て
い
る
。
そ
の
方
法
に
つ
い
て
六
年
後
の
大
正
八
年
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評書

（一

繹
鼡
縺
j
の
「
古
事
記
及
び
日
本
書
紀
の
新
研
究
」
「
総
論
　
研
究
の

目
的
及
び
そ
の
方
法
」
で
「
第
～
に
、
記
紀
の
本
文
そ
の
も
の
の
研
究
に
よ

っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
二
に
は
、
別
の
方
面
か
ら
得
た
確
実
な

知
識
に
よ
っ
て
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
扁
と
そ
の
方
法
を
詳
論
し
て
い
る
。

　
著
者
の
善
葡
う
「
津
田
左
右
吉
の
世
界
の
内
在
的
批
判
扁
と
は
如
何
な
る
こ

と
か
。
私
見
が
期
待
す
る
内
在
的
批
判
と
は
、
津
田
が
明
ら
か
に
し
た
帝

紀
・
旧
辞
の
存
在
の
是
非
や
そ
の
如
何
を
正
面
に
据
え
て
行
う
批
判
に
あ
る

と
考
え
る
。
だ
が
本
書
で
は
こ
れ
を
避
け
た
と
こ
ろ
が
ら
の
批
判
で
あ
り
、

内
在
的
な
批
判
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
と
考
え
る
。

　
坂
本
太
郎
氏
が
「
記
紀
研
究
の
現
段
階
」
（
昭
和
三
八
年
の
史
学
会
大
会

講
演
、
『
日
本
古
代
史
の
碁
礎
的
砥
究
樹
上
、
東
京
大
学
出
版
会
一
九
六
四

年
所
収
、
同
氏
著
作
集
）
に
お
い
て
、
津
田
の
記
紀
批
判
の
仕
事
を
喩
え
て

富
士
由
五
合
目
以
上
を
研
究
し
た
と
し
、
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
低
い
裾
野
と

も
い
う
べ
き
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
書
誌
的
研
究
、
本
文
批
評
的
研
究
、
注

釈
的
研
究
の
重
要
性
を
強
調
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
裾
野

的
な
基
礎
的
研
究
の
成
果
と
必
要
と
を
総
合
し
て
い
く
研
究
に
よ
っ
て
新
た

な
五
合
目
以
上
の
高
い
水
準
の
研
究
が
生
ま
れ
て
く
る
と
展
望
し
て
い
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
と
思
う
。

　
第
二
に
、
著
薯
が
、
津
田
の
『
日
本
古
典
の
研
究
瓢
で
は
紀
・
記
は
、
歴

史
で
は
な
く
物
語
で
あ
る
。
あ
る
い
は
崇
峻
天
皇
以
前
は
、
ほ
と
ん
ど
虚
構

の
も
の
が
た
り
で
あ
る
。
ま
た
紀
・
記
を
文
学
・
思
想
の
テ
キ
ス
ト
の
範
疇

に
閉
じ
こ
め
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
応
神
・
仁
徳
朝
以
降
の
見
直
し
は
あ
る

が
大
勢
に
変
わ
り
は
な
い
旨
を
言
う
。
だ
が
津
田
は
そ
の
よ
う
な
旨
を
述
べ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　
津
田
は
、
「
『
神
代
』
と
い
ふ
の
は
『
上
代
』
と
い
ふ
こ
と
と
は
全
然
別
の

概
念
で
あ
る
」
（
全
集
別
巻
一
－
四
八
五
頁
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
別
に

「
記
紀
の
上
代
の
部
分
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
最
初
の
帝
紀
・
旧
辞
は
、
六

世
紀
の
初
め
ご
ろ
の
我
が
国
の
社
会
状
態
に
基
づ
き
当
時
の
官
府
の
思
想
を

以
て
皇
室
の
由
来
を
説
き
、
ま
た
、
い
く
ら
か
の
伝
説
や
四
世
紀
終
わ
り
ご

ろ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
世
に
遺
し
は
じ
め
ら
れ
た
記
録
や
材
料
と
し
て
近
い
世
の

皇
室
の
御
事
績
を
語
っ
た
も
の
で
民
族
の
歴
史
と
い
う
や
う
な
も
の
で
は
無

い
。
」
（
全
集
別
巻
第
一
－
四
九
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
民
族
の
歴
史

で
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
が
な
る
ほ
ど
著
者
が
言
う
、
大
勢
に
変
わ
り
は
な

い
、
と
の
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
だ
が
こ
こ
に
『
上
代
』
と
い
う
の
は
、
記
紀
に
お
け
る
人
皇
初
代
の
神
武

天
皇
以
後
の
記
述
、
ま
た
そ
の
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
津
田
は
そ
の
凹
上

代
撫
に
歴
史
的
な
事
実
が
全
く
な
か
っ
た
と
し
て
い
な
い
点
に
二
曲
す
る
と
、

欄
神
代
扇
は
隅
上
代
撫
と
全
然
別
、
と
し
た
意
義
の
相
違
が
見
出
さ
れ
よ
う
。

従
っ
て
「
大
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。
扁
と
す
る
著
者
の
理
解
は
不
正
確
で
は

な
い
の
か
。
あ
る
い
は
ま
た
津
田
が
帝
紀
・
旧
辞
の
編
纂
時
期
に
つ
い
て
こ

こ
で
は
六
世
紀
に
お
い
て
い
る
が
、
別
に
は
「
早
い
も
の
は
雄
略
天
皇
こ
ろ
、

遅
い
も
の
で
も
継
体
天
皇
及
び
欽
明
天
皇
の
前
後
に
で
き
た
も
の
で
」
（
全

集
別
巻
一
…
皿
四
＝
貴
）
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
成
立
過
程
に
幾
段
階
か

を
考
え
て
お
り
、
雄
略
朝
に
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
も
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
著
者
に
お
け
る
稲
荷
山
鉄
剣
銘
の
理
解
の
仕
方
に
は
こ
の
辺
り
の
津
田

の
理
解
が
眼
中
に
無
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
以
下
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
な
お

筆
算
し
た
い
。

　
著
者
は
、
「
序
説
篇
第
二
章
「
紀
記
伝
承
読
解
の
方
法
的
基
準
」
に
お
け

る
稲
荷
山
鉄
剣
銘
を
め
ぐ
っ
て
に
お
い
て
「
こ
の
銘
文
出
現
の
意
義
を
紀
記

の
伝
承
や
系
譜
に
関
連
さ
せ
て
ど
こ
ま
で
お
し
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
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と
い
う
点
に
あ
っ
て
そ
の
波
及
範
囲
の
認
識
が
古
典
の
復
権
や
歴
史
叙
述
と

か
か
わ
っ
て
、
王
権
の
発
生
史
を
め
ぐ
る
論
議
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
」
と
し
て
稲
荷
山
鉄
剣
銘
に
よ
り
、
崇
神
朝
の
オ
ホ
ピ
コ
の
実
在

性
に
ゆ
る
ぎ
な
い
根
拠
が
与
え
ら
れ
た
と
す
る
。

　
だ
が
稲
荷
山
鉄
剣
銘
の
八
代
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
鉄

剣
の
謎
と
古
代
日
本
』
（
新
潮
社
一
九
七
九
年
）
に
お
い
て
、
す
で
に
大
野

晋
氏
が
「
タ
カ
リ
・
テ
ヨ
カ
リ
・
タ
カ
ハ
シ
・
タ
サ
キ
・
ハ
テ
ヒ
と
、
つ
ま

り
剣
の
表
に
書
い
て
あ
る
名
前
は
、
後
世
の
系
図
の
上
で
は
全
部
、
明
ら
か

に
大
々
命
を
祖
と
す
る
名
前
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
に
過
ぎ
な
い
の
か
ど
う

か
。
」
（
一
五
一
一
～
三
頁
）
と
、
オ
ホ
ピ
コ
以
下
の
一
一
代
か
ら
六
代
ま
で
の
記

載
名
称
の
特
色
が
オ
ホ
ピ
コ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
つ
ま
り

稲
荷
山
鉄
剣
銘
の
八
代
の
系
譜
は
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た
オ
ホ
ピ
コ
の
系

譜
に
付
会
す
る
祖
先
系
譜
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
「
崇
神
朝
の
オ
ホ
ヒ
コ
の

実
在
性
に
ゆ
る
ぎ
な
い
根
拠
が
与
え
ら
れ
た
」
と
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
津

田
が
云
う
帝
紀
・
旧
辞
の
「
早
い
も
の
は
雄
略
天
皇
こ
ろ
、
遅
い
も
の
で
も

継
体
天
皇
及
び
週
明
天
皇
の
前
後
に
で
き
た
扁
と
い
う
雄
略
朝
の
成
立
を
裏

付
け
て
い
る
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
稲
荷
山
鉄
剣
縫
付
考
の
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
で
書
か
れ
た
岸
俊
男
氏
の
「
画
期
と
し
て
の
雄
略
朝
篇
（
『
日
本
古
代
文
物

の
研
究
』
に
所
収
）
で
あ
る
。
そ
の
紀
・
記
以
前
の
古
代
人
が
雄
略
朝
を
特

別
の
時
代
画
期
と
捉
え
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
、
そ
の
事
実
の
画
期
性
を
金

銀
象
眼
の
鉄
刀
剣
銘
か
ら
追
究
し
て
い
く
際
の
課
題
を
提
起
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
問
題
は
、
確
実
に
元
嘉
暦
の
使
用
対
象
が
安
康
三

年
八
月
紀
に
始
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
分
注
記
事
の
詳
細
が
雄
略
紀
に
あ

る
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
早
し
て
、
元
嘉
暦
の
雄
略
紀
か
ら
の
使
用
と
関
連

し
て
そ
こ
に
分
注
す
る
こ
と
に
及
ん
で
体
裁
を
整
え
た
と
推
定
し
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
氏
は
む
ろ
ん
「
元
嘉
暦
が
雄
略
朝
初
頭
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と

を
そ
の
ま
ま
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
明
瞭
に
断
り
な
が
ら
も
「
少
な

く
と
も
雄
略
朝
ご
ろ
に
は
す
で
に
元
嘉
暦
が
臼
本
に
伝
来
し
て
い
た
と
み
て

よ
か
ろ
う
。
」
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
元
嘉
暦
伝
来
の
指
摘
は
、
帝
紀
・

旧
辞
や
諸
系
譜
の
初
筆
的
な
成
立
と
は
無
縁
な
こ
と
を
意
味
し
は
し
な
い
。

前
掲
の
大
野
晋
氏
の
オ
ワ
ケ
八
代
の
う
ち
古
い
六
代
の
系
譜
が
オ
ホ
ピ
コ
の

系
譜
六
代
に
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
も
雄
略
朝
に
奉
仕
す
る
も
の
の

起
源
を
誇
示
す
る
栄
誉
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

稲
荷
山
鉄
剣
銘
か
ら
具
体
的
な
歴
史
事
実
の
実
証
を
進
め
る
上
で
も
な
お
関

門
が
こ
の
辺
り
に
も
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
最
後
に
ま
と
め
て
お
わ
り
と
し
た
い
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
書
に
は
ま
ず
第
一
に
、
遠
・
駿
・
豆
の
古
代
地
域
史
を
徹
底
す
る
と
こ

ろ
が
ら
日
本
古
代
史
の
新
し
い
理
解
と
成
果
が
、
幅
広
い
内
容
や
方
法
に
よ

り
開
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
加
え
て
強
調
し
た
い
こ
と
は
第
二
部
各

論
に
は
浜
名
郡
輸
租
帳
と
称
せ
ら
れ
て
き
た
そ
れ
を
同
爽
名
帳
と
し
て
青
苗

弾
薬
に
従
っ
て
読
む
こ
と
を
提
唱
し
て
従
来
の
研
究
を
一
新
し
た
論
考
や
、

第
三
部
余
論
に
伊
豆
の
ト
部
が
亀
甲
を
用
い
る
ト
甲
法
に
よ
る
こ
と
な
ど
を

徹
底
解
明
し
、
九
世
紀
に
活
躍
し
た
人
物
卜
部
平
麻
呂
・
卜
部
雄
貞
を
分
析

す
る
こ
と
か
ら
中
世
吉
田
家
に
つ
な
が
る
基
礎
が
築
か
れ
た
過
程
を
論
じ
た

論
文
な
ど
珠
玉
の
名
論
文
が
多
数
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
り
、

見
落
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
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ま
た
第
二
に
は
、
地
域
史
が
列
島
古
代
史
の
舞
台
で
あ
り
、
国
家
形
成
史

と
構
造
連
関
す
る
こ
と
を
主
軸
に
し
、
方
法
を
異
に
す
る
考
古
学
と
の
重
層

関
係
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
、
ま
た
年
代
、
年
次
の
縦
軸
に
お
い
て
次
の
事

実
確
定
の
成
否
を
脇
に
置
い
て
も
、
「
古
典
の
復
権
」
を
称
え
て
文
献
古
代

史
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
大
き
さ
を
示
そ
う
と
し
た
意
欲
あ
る
見
解
は
、

大
き
な
刺
激
で
あ
り
、
後
学
の
も
の
が
無
視
し
て
済
む
も
の
で
は
な
い
意
義

を
も
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
第
三
に
、
第
一
や
第
二
の
裏
面
に
も
当
た
る
が
、
古
代
地
域
史
と
い
え
ど

も
列
島
史
の
舞
台
で
あ
り
、
日
本
古
代
史
の
基
本
史
料
の
理
解
に
対
し
て
そ

の
心
懸
性
を
左
右
す
る
核
心
と
な
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
本
書
が
具

体
的
に
提
起
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
紀
年
論
や
鉄
剣
銘
読
解
、
ひ
い

て
は
帝
紀
・
旧
辞
論
と
津
田
史
学
の
評
価
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
は
古
代
地

域
史
で
も
別
物
で
な
く
、
事
実
確
定
に
お
い
て
は
全
く
同
じ
関
門
が
あ
る
こ

と
を
心
得
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
古
代
地
域
史
の
緊
張

感
を
示
し
て
い
る
好
著
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
末
筆
乍
ら
、
本
書
に
つ
い
て
は
む
ろ
ん
す
で
に
小
林
敏
男
氏
に
よ
る

優
れ
た
書
評
（
『
田
本
歴
史
扇
六
六
一
号
二
〇
〇
三
年
六
月
号
）
が
あ
る
。

併
せ
て
参
照
さ
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
　
　
（
A
5
判
　
六
　
八
頁
　
二
〇
〇
二
年
三
月
塙
書
房
　
一
〇
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
大
学
人
文
学
部
教
授
）
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